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ダイワ／バリュー・パートナーズ
チャイナ・カーボン・

ニュートラル・フォーカス

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／株式
信託期間 2021年10月15日～2026年10月14日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

当 フ ァ ン ド

イ�．ケイマン籍の外国投資法
人「バリュー・パートナー
ズ・ファンズ・エスピー
シー」が発行する「バ
リュー・パートナーズ・
チャイナ・カーボン・
ニュートラリティ・ファン
ド・エスピー（クラスＺ）」
の投資証券（円建）

ロ�．ダイワ・マネーデポジッ
ト・マザーファンドの受益
証券

ダイワ・マネー
デポジット・
マザーファンド

円建ての債券

組入制限

当 フ ァ ン ド の
投資信託証券組入上限比率 無制限

マザーファンドの
株式組入上限比率 純資産総額の10％以下

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、基準価額の水準等を勘案して分配金額を
決定します。ただし、分配対象額が少額の場
合には、分配を行なわないことがあります。

運用報告書（全体版）
第 1 期

（決算日　2022年 4 月14日）
（作成対象期間　2021年10月15日～2022年 4 月14日）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申

し上げます。
当ファンドは、中国のカーボンニュートラ

ル関連企業の株式に投資することにより、信
託財産の成長をめざしております。当作成期
につきましてもそれに沿った運用を行ないま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0278620220414◇



ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

設定以来の運用実績

決　　算　　期
基 準 価 額 MSCI�China�A�Index

（配当込み、円換算） 公 社 債
組入比率

投資信託
証　　券
組入比率

純資産
総　額（分配落） 税　込

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

1期末（2022年 4 月14日） 8, 475� 0� △� 15. 3� 9, 312� △� �6. 9� ―� 99. 0� 1, 071�
（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）�MSCI�China�A�Index（配当込み、円換算）は、MSCI�Inc. の承諾を得て、MSCI�China�A�Index（配当込み、人民元ベース）をもとに円換

算し、当ファンド設定日を10, 000として大和アセットマネジメントが計算したものです。MSCI�China�A�Index（配当込み、人民元ベース）
は、MSCI� Inc. が開発した株価指数で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI� Inc. に帰属します。またMSCI� Inc.
は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス
ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

■基準価額・騰落率
設定時：10, 000円
期　末： 8, 475円（分配金 0円）
騰落率：△15. 3％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

チャイナ・カーボン・ニュートラリティ・ファンドの投資証券を通じて、中国のカーボンニュー
トラル関連企業の株式（ＤＲ（預託証券）を含みます。以下同じ。）に投資を行い運用した結果、
為替市場で円安が進行したことはプラス要因となったものの、中国・香港株式の株価下落がマイナ
ス要因となり、基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
※チャイナ・カーボン・ニュートラリティ・ファンド：バリュー・パートナーズ・チャイナ・
カーボン・ニュートラリティ・ファンド・エスピー（クラスＺ）

基準価額等の推移について 

運用経過

流　用

＊�分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊�分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

年　　月　　日
基　 準　 価 　額 MSCI�China�A�Index

（配当込み、円換算） 公 社 債
組入比率

投資信託
証　　券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2021年10月15日 10, 000 ― 10, 000 ― ― ―

10月末 10, 287 2. 9 10, 007 0. 1 ― 96. 5
11月末 10, 017 0. 2 10, 167 1. 7 ― 98. 9
12月末 9, 713 △� 2. 9 10, 234 2. 3 ― 98. 1

2022年 1 月末 8, 785 △� 12. 2 9, 490 △� 5. 1 ― 99. 2
2 月末 8, 809 △� 11. 9 9, 714 △� 2. 9 ― 99. 1
3 月末 8, 758 △� 12. 4 9, 493 △� 5. 1 ― 98. 9

（期末）2022年 4 月14日 8, 475 △� 15. 3 9, 312 △� 6. 9 ― 99. 0
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス
ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

■中国・香港株式市況
中国・香港株式市況は下落しました。
中国・香港株式市場は、当作成期首から2021年11月中旬までは方向感のない展開となりました。
その後、中国本土市場は、中央経済工作会議に向けた政策期待や金融緩和期待などから底堅く推移
しましたが、香港市場は、米中対立懸念や新型コロナウイルスの変異株であるオミクロン株への警
戒感などから下落しました。2022年 1 月に入ると、大手ネット企業を中心に香港市場は反発しまし
たが、中国大都市における新型コロナウイルスの感染拡大などが嫌気され、中国本土市場は下落に
転じました。 2月から 3月中旬にかけては、中国政府による政策期待が支援材料となったものの、
ウクライナ情勢の悪化や中国の一部都市でロックダウン（都市封鎖）が実施されたことなどが嫌気
され、下落基調となりました。当作成期末にかけては、中国政府による景気対策強化への期待感か
ら下落幅を縮小する展開となりました。
■為替相場
対円為替相場は、香港ドル、中国・人民元ともに上昇（円安）しました。
米国内におけるインフレ懸念の高まりや金融引き締め観測から米国金利が上昇したことで、円に
対して米ドル高が進み、米ドルに連動する香港ドルも対円で上昇しました。中国・人民元は、コロ
ナ禍以降、中国の輸出が大きく増加して貿易黒字が拡大傾向にあることや、国内物価の抑制のため
中国当局が人民元高を是認しているとの観測を背景に、円安人民元高になりました。

投資環境について （2021. 10. 15 ～ 2022. 4. 14）

流　用

5

2786_20220414_交_鈴_S.indb   52786_20220414_交_鈴_S.indb   5 2022/06/06   14:32:522022/06/06   14:32:52

4



ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス
ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

流　用

■当ファンド
当ファンドは、チャイナ・カーボン・ニュートラリティ・ファンドとダイワ・マネーデポジッ

ト・マザーファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、当作成期を通じてチャイナ・
カーボン・ニュートラリティ・ファンドへの投資割合を高位に維持しました。
■チャイナ・カーボン・ニュートラリティ・ファンド

主として、中国のカーボンニュートラル関連企業の株式への投資を通し、信託財産の中長期的な
成長をめざして運用を行いました。市場別では香港市場、上海Ａ株市場、深センＡ株市場、業種別
では資本財・サービス、公益事業、情報技術の銘柄を中心としたポートフォリオ構成としました。
■ダイワ・マネーデポジット・マザーファンド

流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。

※当ファンドにおける中国のカーボンニュートラル関連企業とは、中国に主たる拠点を有してい
る、中国国内の株式市場に上場している、収益の大部分を中国であげているまたは主たるビジネ
スを中国で行っている企業のうち、カーボンニュートラル関連ビジネスに直接的もしくは間接的
に取り組む企業または強固なカーボンニュートラルの方針を掲げて実践している企業をいいます。

ポートフォリオについて （2021. 10. 15 ～ 2022. 4. 14）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。
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（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

ベンチマークとの差異について
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ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス
ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

流　用

当作成期は、分配対象額が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきました。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2021年10月15日
～2022年 4 月14日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） ―
（注 1）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）�円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について
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ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス
ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

流　用

■当ファンド
チャイナ・カーボン・ニュートラリティ・ファンドへの投資割合を高位に維持することによっ
て、中国のカーボンニュートラル関連企業の株式に投資し、信託財産の成長をめざします。
■チャイナ・カーボン・ニュートラリティ・ファンド

1 ．主として、中国のカーボンニュートラル関連企業の株式に投資を行い、信託財産の中長期的
な成長をめざします。
2．ポートフォリオの構築にあたっては、以下の方針を基本とします。
・財務状況、収益性およびバリュエーションなどをもとに定量的なスクリーニングを行い、銘
柄の絞り込みを行います。
・選定された銘柄について、財務分析や企業訪問を含む全方位的なボトムアップ・アプローチ
を用いたファンダメンタル分析を行います。
・各銘柄の本源的価値からの割安度合いや株価が是正されるきっかけとなる事象に基づく確信
度合いなどを勘案し、ポートフォリオを構築します。

3．為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行いません。
■ダイワ・マネーデポジット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行います。

今後の運用方針
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ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス
ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　　期

（2021. 10. 15～2022. 4. 14） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 �58円� 0. 617％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は9, 334円です。

（投 信 会 社） �（18） （0. 192） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） �（38） （0. 411） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） �（1） （0. 014） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 �―� ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 �―� ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 �0��� 0. 004�� その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） �（0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計 �58��� 0. 621��
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

流　用

2
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ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス
ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

流　用

経費率　（　①　+　②　） 1. 93％
①このファンドの費用の比率 1. 25％
②投資先ファンドの運用管理費用 0. 68％

（注 1）①の費用は、 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。
（注 4）投資先ファンドとは、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注 5）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注 6）①の費用と②の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注 7）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。
（注 8）投資ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。

参考情報
■経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した経費率（年率）は1. 93％です。

経費率
（投資先ファンドの
運用管理費用以外の

費用を除く）
1. 93％

運用管理費用
（投信会社）

0. 39％

運用管理費用
（販売会社）

0. 82％

運用管理費用
（受託会社）

0. 03％

その他費用
0. 01％

運用管理費用
0. 68％

この
ファンド
1. 25％

　投資先
ファンド
0. 68％ 

3

2786_20220414_交_鈴_S.indb   32786_20220414_交_鈴_S.indb   3 2022/06/06   14:32:512022/06/06   14:32:51
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ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

■主要な売買銘柄
投資信託証券

（2021年10月15日から2022年 4 月14日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
VALUE�PARTNERS�CHINA�CARBON�
NEUTRALITY�FUND�SP�（CLASS�Z）
（JPY�UNHEDGED）（ケイマン諸島）��

170. 807097� 1, 720, 200� 10, 071�
VALUE�PARTNERS�CHINA�CARBON�
NEUTRALITY�FUND�SP�（CLASS�Z）
（JPY�UNHEDGED）（ケイマン諸島）�

46. 408803� 445, 900� 9, 608 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファン

ドの明細
フ　ァ　ン　ド　名 当　　　　期　　　　末

口　　数 評 価 額 比　率
千口 千円 ％

外国投資信託証券
（ケイマン諸島）
VALUE�PARTNERS�CHINA�
CARBON�NEUTRALITY�
FUND�SP�（CLASS�Z）（JPY�
UNHEDGED）

124. 398294� 1, 061, 241� 99. 0�

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■売買および取引の状況
（1）投資信託証券

（2021年10月15日から2022年 4 月14日まで）
買　　　　付 売　　　　付

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

外国
（邦貨建）

千口� 千円� 千口� 千円
170. 807097� 1, 720, 200� 46. 408803� 445, 900�
（� ―）�（� ―）�（� ―）�（� ―）�

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）�買付（　）内は分割割当、合併等による増減分で、上段の数字には含まれて

おりません。
（注 3）売付（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 4）金額の単位未満は切捨て。

（2）親投資信託残高

種　　　　　類 当　　 期 　　末
口　　数 評 価 額

千口 千円
ダイワ・マネーデポジット・
マザーファンド 101� 100�

（注）単位未満は切捨て。

（2）親投資信託受益証券の設定・解約状況
（2021年10月15日から2022年 4 月14日まで）

設　　　　定 解　　　　約
口　 数 金　 額 口　 数 金　 額

ダイワ・マネー
デポジット・
マザーファンド

千口� 千円� 千口� 千円

101� 101� ―� ―�

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

■投資信託財産の構成
2022年 4 月14日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投資信託証券 1, 061, 241� 98. 3�
ダイワ・マネーデポジット・
マザーファンド 100� 0. 0�

コール・ローン等、その他 18, 496� 1. 7�
投資信託財産総額 1, 079, 839� 100. 0�
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 4 月14日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 1, 079, 839, 650円

コール・ローン等 18, 496, 844��
投資信託証券（評価額） 1, 061, 241, 846��
ダイワ・マネーデポジット・
マザーファンド（評価額） 100, 960��

（Ｂ）負債 8, 087, 439  
未払解約金 81, 851��
未払信託報酬 7, 952, 669��
その他未払費用 52, 919��

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 1, 071, 752, 211  
元本 1, 264, 647, 017��
次期繰越損益金 △� �192, 894, 806��

（Ｄ）受益権総口数 1, 264, 647, 017口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 8, 475円

＊�期首における元本額は1, 027, 444, 827円、当作成期間中における追加設定元本額
は1, 020, 585, 936円、同解約元本額は783, 383, 746円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は8, 475円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は192, 894, 806円です。

■損益の状況
当期��自�2021年10月15日��至�2022年 4 月14日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  16, 663円

受取利息 5, 692��
支払利息 △� �22, 355��

（Ｂ）有価証券売買損益 △  190, 969, 720  
売買益 31, 998, 566��
売買損 △� �222, 968, 286��

（Ｃ）信託報酬等 △  8, 005, 588  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  198, 991, 971  
（Ｅ）追加信託差損益金 6, 097, 165  

（配当等相当額） （△� �3, 893）
（売買損益相当額） （� 6, 101, 058）

（Ｆ）合計（Ｄ＋Ｅ） △  192, 894, 806  
次期繰越損益金（Ｆ） △  192, 894, 806  
追加信託差損益金 6, 097, 165��
（配当等相当額） （△� �3, 893）
（売買損益相当額） （� 6, 101, 058）
繰越損益金 △� �198, 991, 971��

（注 1）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3）�収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 �0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 �0　
（ｃ）収益調整金� �0　
（ｄ）分配準備積立金 �0　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） �0　
（ｆ）分配金 �0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） �0　
（ｈ）受益権総口数 1, 264, 647, 017口
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ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス

バリュー・パートナーズ・チャイナ・カーボン・ニュートラリティ・ファンド・エスピー（クラスＺ）

　当ファンド（ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス）の主要投資対象であ
るケイマン籍の外国投資法人「バリュー・パートナーズ・ファンズ・エスピーシー」が発行する「バリュー・パートナー
ズ・チャイナ・カーボン・ニュートラリティ・ファンド・エスピー（クラスＺ）」は、2022年 3 月末に第 1期決算を迎えて
おりますが、2022年 4 月14日現在、決算情報を入手できておりません。
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ダイワ・マネーデポジット・マザーファンド

＜補足情報＞
当ファンド（ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス）が投資対象とし
ている「ダイワ・マネーデポジット・マザーファンド」の決算日（2021年12月 9 日）と、当ファンドの決算日が異なっ
ておりますので、当ファンドの決算日（2022年 4 月14日）現在におけるダイワ・マネーデポジット・マザーファンドの
組入資産の内容等を掲載いたしました。

■組入資産明細表
2022年 4 月14日現在、有価証券等の組み入れはありません。

■ダイワ・マネーデポジット・マザーファンドの主要な売買銘柄
2021年10月15日～2022年 4 月14日における主要な売買銘柄はありません。
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1

大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーデポジット・マザーファンド

運用報告書　第１期（決算日　2021年12月９日）

（作成対象期間　2021年２月８日～2021年12月９日）

ダイワ・マネーデポジット・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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ダイワ・マネーデポジット・マザーファンド

2

ダイワ・マネーデポジット・マザーファンド

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2021年２月８日 10,000 － －
２月末 10,000 0.0 －
３月末 9,999 △0.0 －
４月末 9,998 △0.0 －
５月末 9,998 △0.0 －
６月末 9,997 △0.0 －
７月末 9,996 △0.0 －
８月末 9,995 △0.1 －
９月末 9,994 △0.1 －
10月末 9,993 △0.1 －
11月末 9,992 △0.1 －

(期末)2021年12月９日 9,991 △0.1 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

9,980

9,990

10,000

10,010

10,020

設　定
（2021.２.８）

期　末
（2021.12.９）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　設定時：10,000円　期末：9,991円　騰落率：△0.1％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 0
（その他） (0)

合　　計 0
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行
いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

■売買および取引の状況

当作成期中における売買および取引はありません。

■投資信託財産の構成
2021年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 1,094 100.0
投資信託財産総額 1,094 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。

15



ダイワ・マネーデポジット・マザーファンド

3

ダイワ・マネーデポジット・マザーファンド

■損益の状況
当期　自2021年２月８日　至2021年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △954円

受取利息 6
支払利息 △960

(Ｂ) その他費用 △  1
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △955
(Ｄ) 追加信託差損益金 △  1
(Ｅ) 合計(Ｃ＋Ｄ) △956

次期繰越損益金(Ｅ) △956
（注）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場

合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2021年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 1,094,545円

コール・ローン等 1,094,545
(Ｂ) 負債 －
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,094,545

元本 1,095,501
次期繰越損益金 △      956

(Ｄ) 受益権総口数 1,095,501口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,991円

＊期首における元本額は995,000円、当作成期間中における追加設定元本額は
100,501円、同解約元本額は0円です。

＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
マネーデポジット資金拠出用ファンド（適格機関投資家専用） 1,094,500円
ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・カーボン・ニュートラル・フォーカス 1,001円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は9,991円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は956円です。
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